


























図り共済慰安慶弔を目的」とした５）。事実、島友会は昭和 40（1965）年に第 1 回目の集





















大冊『鬱陵郡誌』（2007 年版）は、「第 2 編 歴史」のなかで、先史時代から現代にかけて
130 頁超の紙幅をもって欝陵島関係通史を扱っている。そこでは、植民地朝鮮期の歴史を
「第 5 章 近代」の「第 2 節 日帝強占期の鬱陵島」として記述しているが、近代のうちの
1883 年から 1910 年までの約 28 年間は 34 頁強の記述量で詳述されているのに対して、植
民地朝鮮期にあたる 1910 年から 1945 年までの約 35 年間は 6 頁弱の記述に過ぎない。
　また、欝陵島関係通史あるいは近代期の欝陵島の歴史研究として代表的なものに、韓国
では宋炳基『欝陵島と独島』６）、日本では内藤正中『竹島（鬱陵島）をめぐる日朝関係史』７）





























懇親会）である。第 1 回目の総会は、島友会発足からほぼ 1 年を経た昭和 40（1965）年 8


























が直接に決議文を携えて提出を行った（1965 年 8 月 30 日）。この模様や会の主張は各種
開催年月日 開催場所 参加人数 備考
発起人会 S39.7.7 鳥取県大山 11 名
第 1 回大会 S40.8.3 島根県美保関町 73 名
第 2 回大会 S41.8.7 鳥取県大山 65 名 うち子供 6 名
第 3 回大会 S42.8.6 鳥取県米子市皆生 50 名（10 名）
第 4 回大会 S43.7.28 島根県松江市 81 名（31 名）
第 5 回大会 S44.7.27 島根県大社町 44 名（6 名）
第 6 回大会 S45.8.2 鳥取県米子市皆生 36 名（4 名）
第 7 回大会 S46.8.1 鳥取県鳥取市 27 名（10 名）
第 8 回大会 S47.5.28 島根県隠岐郡西ノ島町浦郷 54 名（16 名）
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る。会報は、昭和 39（1964）年 10 月 1 日に発行された第 1 号から、昭和 48（1973）年 5
月 15 日発行の第 9 号までが確認できている。このうち、会報の第 1 号のみは、冊子名が『会
報 第一号 附名簿』となっており、厳密に言えば『欝陵島友会報』ではない。この第 1 号
は、発起人らによる島友会の設立の経緯説明、発足にあたっての祝辞などの記載に加え、「欝
陵島居住判明者名簿」を合わせた頁数の比較的薄い小冊子である。第 2 号もまた、形式的









第 1 号 161 名
引揚時の名簿あるも消息不明 24 名、主要欝陵島物故
者 9 名、引揚又は帰国後物故者 42 名を含まず
S39.10.1
第 2 号 174 名
住所判明追加 13 名、死去 1 名、住所変更 3 名、名簿
の掲載なし（以下、名簿なし）
S40.2.11
第 3 号 187 名 住所判明追加 13 名、名簿なし S40.11.3
第 4 号 202 名 死去 4 名 S41.12.1
第 5 号 199 名 新規入会者 3 名、死去 6 名、住所変更 4 名、名簿なし S42.11.1
第 6 号 191 名
住所判明追加 1 名、死去 9 名（田村清三郎氏を含む）、
住所変更 4 名、名簿なし
S43.11.3
第 7 号 187 名 死去 4 名、住所変更 10 名、名簿なし S44.11.3
第 8 号 182 名
住所判明追加 2 名、死去 7 名、住所変更 12 名、名簿
なし
S46.5.15
第 9 号 195 名 死去 7 名 S48.5.15
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1890 年代中頃のことである 19）。1902 年の統計によれば、在住日本人全体の約 67％が島根・
鳥取両県の出身者であり（このうち島根県出身者は全体の約 56%）20）、伐木と製材を目的








人人口がもっとも多かったのは、1914 年で 2,000 人を超えた。しかし、これをピークに減
少傾向を見せ始め、1920 年には 1,000 人を大きく割り込み、1926 年には 500 人台も切り、
それ以降は 400 ～ 500 人程度の人口で推移した（表３）。
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表３　欝陵島における日本人人口の推移（1910-45）　単位：人
出所：福原裕二「20 世紀前半の欝陵島各種統計（第 1 版）」『北東アジア研究』第 21 号、




他地方ニ移居シ」たとしている 23）。ところが、欝陵島の日本人人口が 400 ～ 500 人程度で
推移するようになってからは、少なくとも豊漁が日本人人口の動態にそれほどの影響を及
ぼしていないことから（表４）、欝陵島の資源と流通、またそこで農業を通じた自給自足
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実、1930 年代の記録によれば、欝陵島に居住する朝鮮人の 7 割以上の人々が農業に従事し、















校（1914 年）及び普通小学校（1911 年）の改称・認可・改編、定期船の就航（1910 年）、
警察署の設置（1913 年）、モールス機による電信回線の設置（1911 年）、漁業・農業・金















南面 西面 北面 計





米 325 石 12.7 町 2,599石 418 石 21.7 町 1,926石 340 石 15.2 町 2,236石 1,083石 49.6 町 2,183石
大麦 1,989 118.0 1,597 1,317 91.5 1,352 1,628 81.4 1,478 4,934 290.9 1.662
小麦 60 8.1 741 24 3.0 800 197 20.5 961 281 31,6 889
大豆 597 138.7 430 419 85.7 489 324 79.0 411 1,340 303.4 442
小豆 15 5.3 283 8 2.2 364 23 8.0 288 46 15.5 297
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粟 36 7.5 480 13 2.9 448 64 16.0 400 113 26.4 428
黍 18 4.0 45 － － － 8 0.8 1,000 26 4.8 542
蜀黍 21 3.1 677 3 1.0 300 33 1.1 300 57 5.2 1,090
玉蜀黍 1,303 222.7 585 1,446 227.8 635 1,597 286.3 558 4,346 736.8 589
蕎麦 25 6.8 367 2 0.4 500 23 4.8 478 68 12.0 566
蔬
菜
甘藷 9,990貫 6.4 156 貫 4,950貫 3.3 150 貫 3,625貫 3.3 110 貫 18,565貫 13.0 143 貫
馬鈴薯 223,917 260.8 85 177,738 166.7 106 199,605 184.8 108 601,260 612.3 98
蘿蔔 40,830 10.9 375 20,121 8.8 229 22,120 10.0 221 83,071 29.7 278





大麻 1,050 7.6 14 853 6.3 14 1,124 7.7 14 3,027 21.6 14
莞草 68 0.2 34 45 0.3 15 80 0.7 11 193 1.2 16
荏 3 石 0.9 0.333石 0.2 石 0.3 0.007 石 2.7 石 1.2 0.225 石 5.9 石 2.4 0.245石
胡麻 3 0.7 0.428 0.6 0.3 0.020 0.8 0.6 0.015 4.4 1.6 0.276
苧麻 － － － 2 貫 0.2 1 貫 － － － 2 貫 0.2 1 貫
棉 225 斤 0.3 75 斤 454 斤 3.8 12 斤 803 斤 1.2 67 斤 1,482 斤 5.3 28 斤
楮 282 貫 2.0 12 貫 475 貫 5.8 8 貫 711 貫 2.6 27 貫 1,468 貫 10.8 10 貫
区分 上流 中流 下流 備考




漁業 3,000 1,000 300
商業 2,500 1,300 450
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たが、朝鮮半島本土の同業に比べれば、やや良好な業績をあげていたようである 39）。
　以上の欝陵島における主要な業態のうち、植民地期に至って主要な産業となった水産業
の様相は、次頁の表 8 及び表 9 に明らかである。この時期の特徴は、第一に、表 9 で見ら
れるように、従来の鮮魚や鯣烏賊生産に加え、水産加工が進展したことである。塩鯖、鯖
缶詰、鯖肥料などの鯖の加工はその代表格であり、例えば鮑缶詰は、1908 年の統計で輸
出数量が 35 個、価額が 350 円に対し、1937 年末には数量が 12,420㎏、金額が 9,163 円に
伸長した 40）。
表８　欝陵島の漁獲高（1937 年末現在）






者の 76% が日本人）であることを挙げているが 41）、1930 年代後半には、日本人 38 名に対し、
朝鮮人 622 名（すなわち、従事者の 94% が朝鮮人）となった。
　以上のような欝陵島で生産された農水産物の一部は、日本や朝鮮半島本土に移出された。
時期は前後するものの、1908 年以降の話として、欝陵島から「島産物の材木、大豆、イカ、
ノリを積入れ、境港を往復」したことが会報に掲載されている 42）。この時期、1910 年 5
月には隠岐汽船株式会社の汽船隠岐丸が鳥取境 = 欝陵島間の定期便（月 3 回）を開設し、
1912 年には西日本汽船株式会社の船舶が釜山 = 欝陵島間の定期便（月 4 回）を、朝鮮郵
種別 数量(㎏) 金額(円) 種別 数量 (㎏ ) 金額(円) 種別 数量(㎏) 金額(円)
いみんす 2,857 134 ひらめ 1,563 30 まぐろ 37 7
さば 3,337,275 224,302 ふか 652 59 めばる 3,450 448
さんま 9,581 411 ふぐ 1,106 80 雑藻 4,850 48
たなご 56 4 いわのり 11,732 2,149 するめいか 61,106 9,094
雑魚 6,750 540 ぎんなんそう 858 24 たこ 4,295 344
あわび 18,750 4,500 てんぐさ 5,730 3,927 なまこ 16,687 3,404
いかい 3,750 37 わかめ 604,562 19,162
さざえ 1,500 60 ぶり 206 56 合計 4,156,178 270,444
ひらす 75 19 まいわし 58,750 1,585
種別 数量(㎏) 金額(円) 種別 数量 (㎏ ) 金額(円) 種別 数量(㎏) 金額(円)
鯖節 333 222 海参 131 314 いわのり 1,676 2,685
鯣 12,221 11,365 鯖缶詰 37,800 10,137 鯖肥料 3,061 704
塩鯖 29,865 2,577 鮑缶詰 12,420 9,163
塩ふか 434 52 わかめ 86,366 23,952 計 225,029 69,029
塩いわし 34,992 2,204 てんぐさ 5,730 5,654
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戸数 人口 戸数 人口 戸数 人口
日本人 35 38 1 3 36 41
朝鮮人 565 622 675 622
合計 600 660 1 3 711 663
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る。欝陵島には、1915 年までに道洞、台霞、南陽に 3 つの公立尋常小学校が、道洞に 1











出所：前掲、「20 世紀前半の鬱陵島各種統計（第 1 版）」95 頁。なお、原典は『昭和 5 年 

























　島友会は、第 2 節においても記したように、昭和 46（1971）年 8 月 1 日の第 8 回総会










総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
南面 469 419 50 302 174 128 717 586 131 3,036 1,249 1,787
西面 221 216 5 60 47 13 443 407 36 2,754 1,140 1,614
北面 296 273 23 14 11 3 477 408 69 2,442 971 1,471
総数 986 908 78 376 232 144 1,637 1,401 236 8,232 3,360 4,872
割合
8.8 8.1 0.7 3.3 2.1 1.3 14.6 12.5 2.1 73.3 29.9 43.4
[6.8] [5.8] [0.9] [1.9] [1.0] [0.9] [15.0] [12.1] [2.9] [76.4] [32.2] [44.2]
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１）本稿は、第 2 期島根県竹島問題研究会編『第 2 期「竹島問題に関する調査研究」最終報告書』島
根県総務部総務課、2012 年 3 月、199-209 頁に掲載された研究レポートを改題し、大幅に加筆・修
正を施したものである。
２）福原裕二「20 世紀前半の欝陵島各種統計（第 1 版）」『北東アジア研究』第 21 号（2011 年 3 月）、
89-92 頁。それでも、欝陵島の日本人居住者の全島人口に占める割合は、朝鮮半島全土のそれと比
較すれば、高い方である。朝鮮半島全土の日本人居住者の全人口に占める割合は、植民地朝鮮期
を通じて 2 ～ 3% 程度であったのに対して、欝陵島のそれは平均約 8%（1910 年～ 1942 年）であり、
もっとも割合の高い 1912 年には 20% を超えた。
３）森江末喜「島の思い出二十年」編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第六号 第四回大会特集（明
治百年記念号）』欝陵島友会、昭和 43 年 11 月 3 日、76-77 頁。但し、筆者の欝陵島における聞き
取り調査によれば、自らが保有する船舶（漁船）や自ら配船した漁船により欝陵島から帰還した日
本人は少なくなく、それゆえ所有金銭・搬出荷物の制限が厳格に適用されたとは言いがたい。また、



















11）編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第三号（大会特別号）』欝陵島友会、昭和 40 年 11 月 3 日、
25 頁及び 29-32 頁。但し、決議文の内容とは一部異なる認識を示す欝陵島居住者の記録も存在する。
1947 年 8 月 20 日に南朝鮮過渡政府外務処日本課長秋仁奉の「尋問」に対して、「距今 60 年前に江
原道江陵から移來し、こんにちまで本島に居住している洪在現［年齢 85 歳］」は次のように陳述
している。「一、独島が欝陵島の属島だということは、本島開拓当時より島民の周知の事実である。















1999 年 1 月、36 頁。
12）桑本邦太郎「本会の特質に就て」編集発行欝陵島友会『欝陵島友会報 第 2 号』欝陵島友会、昭
和 40 年 2 月 11 日、（1）頁。
13）これらの私信は、「韓国よりの通信」と題して逐一会報に掲載されている。李永官はこれらの私
信のなかで、島の近況を伝えている。編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第五号 第三回大会特
集（日韓親善特別号）』欝陵島友会、昭和 42 年 11 月 1 日、51-56 頁。前掲、『欝陵島友会報 第六号』
81-83 頁。編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第七号 第五回大会特集』欝陵島友会、昭和 44 年
11 月 3 日、68 頁。編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第八号 第六回大会特集』昭和 46 年 5 月
15 日、60 頁。編集兼発行人小西岩雄『欝陵島友会報 第九号』欝陵島友会、昭和 48 年 5 月 15 日、
94 頁。
14）これらの私信も、「韓国の島友より」などと題して会報に掲載されている。同上（『欝陵島友会報 
第五号』）、57-58 頁。同上（『欝陵島友会報 第六号』）、85 頁。同上（『欝陵島友会報 第七号』）、68 頁。
同上（『欝陵島友会報 第八号』）、60-61 頁。
15）李源達「欝陵島友会に寄す」『欝陵島友会報 第五号』36-37 頁。





欝陵島の状況などを紹介している。田村清三郎「欝陵島の略史」『欝陵島友会報 第 2 号』（1）頁。
田村清三郎「先人の足跡（明治三十七・八年の記録）」『欝陵島友会報 第三号』4-5 頁。
18）この名簿については、個人情報が多く含まれるとの観点から、公表を控えている。
19）福原裕二「20 世紀初頭の欝陵島社会」『北東アジア研究』第 21 号（2011 年 3 月）、48 頁。1890
年代以前に欝陵島へ赴いていた日本人は、なべて伐木、漁猟活動の時期を選び滞在した一時居留
− 78−






24）『朝鮮総督府官報』第 775 号、朝鮮総督官房総務局印刷所、大正 4 年 3 月 6 日付。
25）1913 年の空白は、人口統計の未入手によるものである。





　出所：前掲、『昭和八年 島行政一班』13 頁及び鬱陵島『昭和十三年 島勢一斑』慶尚北道鬱陵島、
　　　　昭和 13 年 6 月 30 日、7 頁。
28）西当実夫「続忘れ得ぬ人々」『欝陵島友会報 第九号』90 頁。

























40）1908 年の統計は、前掲、「20 世紀前半の欝陵島各種統計」102 頁を参照。
41）「欝島郡誌」『朝鮮総督府月報』第 1 巻第 1 号（1911 年 6 月 20 日）、157 頁。
42）大上悦佑「大会に出席して」『欝陵島友会報 第四号』35 頁。
43）『明治三十七年起 沿革簿』欝陵島郵便所の「第拾壱 運輸交通ノ関係」を参照（この資料には頁













番号が挿入されていない）。及び、『毎日申報』1912 年 1 月 7 日付。但し、これら定期便はそれぞ
れに重複して運行されたわけではなく、他の定期便の航路変更などに伴う航海度数の減少により、
補完的に開設されていた模様である。森須和男「近代における鬱陵島の鯣と隠岐島」『2012 年欝陵













　出所：前掲、『昭和八年 島行政一班』12-13 頁及び前掲、『昭和十三年 島勢一斑』6-7 頁。
53）前掲、『昭和八年 島行政一班』22 頁。
54）学術講習会、書堂に就学する児童を含む欝陵島の就学率は、1930 年の学齢児童（6-19 歳）数の
欝陵島全人口に占める割合（男 33.6%、女 32.8%）により算定すれば、1933 年で 32.7%、1938 年で
37.7% である。
55）筆者の聞き取り調査に応じたのは、1930 年に欝陵島の普通学校に入学したＡ氏（卒業年は 1935





半島の解放―引用者注）がなされた 1945 年以前に、韓人用公立学校が 6 校、日人用公立尋常小学
校が 2 校で、この小さな島に 8 校が設立されており、就学率も高く、平均 80% を超す一方、就学
できない子女は書堂や夜学を通じて就学していたから、光復後に文盲の調査をした際には、文盲
者が 2% に過ぎず、全国 1 位であった」。「欝陵島の教育」『欝陵文化 1999・第 4 號』欝陵文化院、
2000 年、141-142 頁。










1932 年末現在 435 人（90.4%） 4,379 人（38.8%） 4,814 人（41.0%）
1937 年末現在 400 人（94.3%） 4,802 人（41.1%） 5,202 人（43.0%）
西面
1932 年末現在 44 人（9.1%） 3,540 人（31.4%） 3,583 人（30.5%）
1937 年末現在 21 人（5.0%） 3,597 人（30.8%） 3,618 人（29.9%）

